
TEABOWL
RAKU V′ARE,KURORAKU TYPE

KNOWN AS・ 0 VヽARE・

」YOKEI EARY EDO PER100

RATTAN TEA BOX

・'ATSuTA N0 0KAME..AND KY5KA

BY JYUPPENSHA IKKU
LATE EDO PER10D

TOWER SHAPED:NCENSE CONTA:NER
MINO WARE SHINO TYPE

BOWL FOR THE DEBRiS
RAKU VVAREICHI NYU

FROM EARLY TO MIDDLE E00 PER10D

BAMB00 FLOWER VASE
ICHIJYU‐GIRI TYPE
RIKYU MOMOYAMA PER100

BuCKET NACOSHI WARE
TAISHO PER10D

NOH COSTUME
ATSUITA WEAVE

LATE EDO PERIOD

TREASuRE BALL SHAPED:NCENSE CONTA:NER
IN UNDERCLAZE BLUE

GOSUDE TYPE LATER MIN6 DYNASTY

lNCENSE CO‖TA:NER WITH 000 SHAPED KNOB:N UNDERCLAZE BLUE
KCSCMETSUKtt TlpE KNCWN'S INU LムTER l・lNG D Nヽ A S Tヽ

TEA SC00P

WATER CONTAINER,ぼ AKU WARE AKARAKU TYPE KNOWN AS KOKEZARU
ROKKAllSAISOAN MIDDLE E00 PER100

L:GHT CONTA:NER
RAKU WARE AKARAKU TYPE,

KNOWN AS・ KOMA NO TSUME・

SONYU MIDDLE EDO PER10D

LlLY SHAPED DiSH
RAKU WARE AKARAKU TYPE SA NY∪  MIDDLE EDO PER10D

ASH CONTA:NER
TAMANO vVARE KICHIBEI M匡 」I PERO10

TEA CONTAINER
ICHIE HOZO LATE EDO PER100



開館10周年記念特別展 2008年11月10日[月]-12月 19日[金]
土曜 (11月22日を除く)、日曜、祝日(11月23,24日)休館

10:00A M～ 1:00P M 2:00P M～ 4:30P M(入 館は4:00 P Mまで)

入館料500円

主催:齋田記念館 名古屋市博物館

商家の茶道具
～名古屋市博物館所蔵 「東松コレクシ∃ン」から～

名:if屋は東西文化の交流地であり、芸どころ、茶どころとしても

知られています。江戸時代に名古屋城 ドに隣接する広井村において

油屋を,Iんだ束松家は、明治期には個人銀行を業とし、多くの茶道

りtを所蔵しました.ま た、11時の住宅は重要文化財として明治村に

保存されています

ld張では、名:if曜開lil以前より織田家を中心に茶湯が行われてい

ました 名占躍城築城後は、武家茶に加えて、宮裕な商人たちによ

る町方の茶も発展をみせます.,明治維新後の衰退期にも、名古屋に

おいては茶湯は盛んでした。関東大震災後に名古屋に疎開した益田

鈍翁は、同地の茶人たちとの親交を深め、触発された若手数寄者、

茶匠たちが活躍 します。また、現在抹茶のイli産量日本一を誇るのは

愛知県西尾市です。占来より政治経済の要衝であった名占岸は、こ

のように茶道史上においても、常に重要な地域となっています。

東京での初公開となる本展では、利体の竹花人など、名古屋|ド博

物館所蔵の東松家IIl蔵茶道具の優品を展示し、近代尾張の茶湯の姿

十́｀゙り↑百キサ l― `)`lヽrイヽηャタ |ル:|‖|′「|ハr、4‐―t,,、|)ま F ‐イill

は奇 しくも、名古屋の代表的近代数寄者である森川如春庵が大々的

に紹介されたこともあり、名古屋の地とお茶に注目が集まっています=

本展が名古屋の茶湯を理解する ‐助となりますよう祈念いたします.
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茶入 銘「吉野J 名古屋市博物館蔵

藤組茶箱 名古屋市博物館蔵 熱田お亀の図丼らI歌

十返舎一九狂歌

不二庵宗猷筆写

名古屋市博物館蔵

1 1口三十11■ 11□ 法人齋田+文 化|「■■1「II〕

1占中,It=に 三づき、■文化に開|る 調査リアl、

普′111■,こ01を積l19的に展開するため [開11にノ

JIし1二

Fl国所蔵の■日本文人のiヨ絶 1111 ■11 ■

製造,11■に門 |ろ 古文書 il口 、早i::著をイ■●、

年間 1 2 Llつ F■ 会を弔]1,、11'い:聖のlli集

発行等の

'11,を

しています

茶杓 銘「除夜J 藤村庸軒作

名古屋市博物館蔵

―重切花入 千利休作

名古屋市博物館蔵

東京都世田ti医代□02335 8 0 3 3 4 ] 4 1 0 0 0

小田急線 1=田■代□SP南「]卜申イキ,71ゴ

中争世I]lti lデ 嵩1●]Fトウ|「J]011
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東松家住宅≪重要文化貝オ≫博物館明治ホ寸
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